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Extracorporeal Circulation: NoRIKAzu TATSUTA 
Lecturer, The 2nd Department of Surgery, Kyoto University, Faculty of Medicine. 
74 日・外・宝第44巻第2号（昭和50年3月）
の必要性が認識されつつある．更に，半永久的な補助循環装置，完全人工心臓が出現すれば，究極
的には，循環不全による死亡をOにすることも可能であろう．
京都大学外科学教室においても， 1958年頃から体外循環の研究が始められ，拍動流の研究（緒方，
野々山，武田，井田，佐々木），人工心肺装置の臨床応用のための研究（日笠，龍田，阿部，山崎，
都志見，伴）の後， 1962年から臨床例が開始され，今日でほ，京都大学およびその関連病院におけ
る関心術総数は3,000例をこえるに至った． この聞に超低体温麻酔法と体外循環を併用する，いわ
ゆる京都方式（日 ~1；二城谷，里村，横田祥，岡本，河井）が考案され，これは教室の森，村岡，神
崎，横田通らによって，広く外国にも紹介され注目をあびている．一万，希釈体外循環，乳幼児体
外循環に関する研究（伴，毛）もあり，最近では，体外循環中の血栓形成の問題に関する研究（林）
も行語われて来た．これらの研究の成果が，今日のわれわれの臨床的体外循環法の基礎となってい
るのであるが，目を広く体外循環の将来に注ぐならば，前述の如く，長時間体外循環の必要性は必
至であり，われわれの研究目標もこの方向l乙向うべきであろう．
しかしながら，数時間内での体外循環と数日以上にわたる長期体外循環の聞には，従来の方法で
は，生体の反能lζ非常に大きい違いが現われることが明らかにされつつある．今日行なわれている
短時間体外循環の臨床的成功にも拘らず，それは，体外循環の生体におよぽす影響の，完全な知識
の上lζ成立したものとはいい難いのであって，長期体外循環を可能にするためには，尚一層の精細
な研究が必要である．体外循環状態における身体各臓器の生理学的対応，体外循環回路材料に起因
する血液学的諸問題，生体機能に適応するための体外循環装置の自動制御機構など，循環器学，血
液学，生理学のみならず，工学関係を含めた広範な，いわゆる学際的な領域にわたる研究態勢の確
立が迫られている．血液循環という生命現象の一部を，人聞が作った人工臓器をも勺て代行させる
のであるが， 生体各臓援の生命現象が，すべて血液循環によって維持されていることを考えれば，
体外循環に関する研究分野は甚だ広し未知の荒野同だ第1歩をふみ出したにすきないという惑
が深いー
